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ＧＰＳ測位 

単独測位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  10ｍ 

相対測位 

ディファレンシャル測位（ＤＧＰＳ）　　  0.5～2ｍ 

干渉測位 

スタティック測位　　　　   10ｍｍ 

キネマティック測位　　　   20ｍｍ 

リアルタイム 
キネマティック測位    20ｍｍ 
（ＲＴＫ-ＧＰＳ） 

（概略の水平精度） 
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GPS衛星 

測定距離 

衛星位置を中心に測定距離を半径とする 
球面の交点として受信機位置を求める。 
受信機時計誤差を修正するため４衛星必要 

衛星１ 
衛星２ 

衛星３ 
衛星４ 

受信機Ａ 
（即知点） 

受信機Ｂ 
（未知点） 

両方の受信機で同時に衛星電波を受信 
して衛星時計誤差を除去する。 
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 種別 RTK-GPS DGPS 光波測位 電波測位 

 測位距離 10km 200km 3～5km 100km 

 水平精度 2～3cm 0.5～2m 1～5cm 1m 

  無制限 無制限 1台につき1点 10～20台遅くなる 

 長所  同左  雨，霧の影響なし 

 短所  同左 

同エリア 
使用台数 

基準局と視認不用 
雨、霧の影響なし 

近距離では 
最も高精度 

上空視界が必要 
測位不可能時間有 

雨、霧の影響あり 
高速移動体は不可 

海面反射の 
影響受ける 

ＧＰＳ移動局 

送受波器 

探査幅 

基準局情報の伝送 ＧＰＳ基準局 
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ＧＰＳ衛星 

杭打船 

浚渫船 
 

音響測深機 
測量船 

固定局 
ケーソン設置 

ガット船 
 

捨石ならし機 
 

ＧＰＳ 

ＧＰＳ基準局 

曳航体 

探査幅 

デプレッサー 
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工事事務所 
 

ＭＣＡ制御局 
ＧＰＳ 

ＳＤ船 

砂撒船 
測量船 

交通船 
 

土運船 
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'35
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A 100人 死者：行方不明者数 

台
風
の
数 

B C D E

'45 '55 '65 '75 '85 '95 '05（西暦） 

B 50人 C 25人 D 15人 E 5人以上 

死
者
・
行
方
不
明
者
数
の
水
準
が
、

Ａ
〜
Ｅ
と
調
査
期
間
ご
と
に
異
な
っ

て
い
る
。 
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七尾港 和倉港 

志賀町深谷 

琴ヶ浜 

門前町 

輪島港 

七尾マリンパーク 

大田（1号）岸壁 

大田（2号）岸壁 

写真―1

写真―5

写真―4

写真―2、3
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写真―6

写真―7

写真―8

写真―9
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写真―12

写真―13

マリンタウン予定地 

第一防波堤 

写真―10

写真―11
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本
年
（
平
成
十
九
年
）
に
な
っ
て
、

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
に
よ
る
第
四
次
評
価

報
告
書
の
内
容
が
段
階
的
に
公
表
さ

れ
て
い
る
（
二
月
に
第
一
作
業
部
会

報
告
、
四
月
に
第
二
作
業
部
会
報
告

等
）。
そ
の
中
で
、
気
候
変
動
と
気

象
・
海
象
条
件
の
過
酷
化
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
表
―
１
に
示
す
よ
う

に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

時
あ
た
か
も
、
温
暖
化
を
中
心
と

す
る
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
議
論

が
、
各
国
に
お
い
て
高
ま
り
を
見
せ
、

慎
重
で
あ
っ
た
米
国
に
お
い
て
も
、

地
球
環
境
対
策
に
つ
い
て
見
直
し
の

兆
し
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
我
が
国

に
お
い
て
も
問
題
意
識
が
深
ま
る
中
、

沿
岸
技
術
関
係
者
と
し
て
は
、
気
候

変
動
が
海
洋
構
造
物
の
設
計
及
び
沿

岸
域
利
用
計
画
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
、
今
後
、
十
分
に
注
視
し
吟
味

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

な
お
、
昨
年
（
平
成
十
八
年
）
六
月

に
は
、「
地
球
規
模
の
自
然
災
害
の
変

化
に
対
応
し
た
災
害
軽
減
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
日

本
学
術
会
議
会
長
へ
の
諮
問
が
な
さ

れ
た
。
具
体
的
諮
問
内
容
は
、
表
―

２
に
示
す
通
り
で
あ
り
、
諮
問
を
受

け
た
日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
は
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
の
議
論
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
間
も

な
く
答
申
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
の
う
ち
沿
岸
域
に
関
連

す
る
事
象
と
し
て
は
、
潮
位
の
上
昇

と
台
風
の
巨
大
化
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
現
象
認
識
に
関
し
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
傾
向
に

○気候システムに温暖化が起こっていると断定すると
ともに、人為起源の温室効果ガス増加が温暖化の原
因とほぼ断定。

○21世紀末までの平均海面水位上昇は、環境の保全と
経済の発展が地球規模で両立する社会においては、
18～38cmである一方、化石エネルギー源を重視し
つつ高い経済成長を実現する社会では26～59cmと
予測。

○熱帯性低気圧の強度は強まると予測。

○すでに生じている主要な影響として、海面上昇によ
る海岸浸食等を認識。

○長期的に、海面上昇に伴う洪水リスクへの直面を予測。

○地球規模の自然環境の変化、我が国における社会環
境の変化等を踏まえた、今後想定される災害の態様
分析

○今後想定される災害の態様を踏まえた社会経済影響
及び国土構造・社会システムの脆弱性評価

○自然環境・社会環境の変化を踏まえた効率的・効果
的な災害軽減のための国土構造・社会システムのあ
り方
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つ
い
て
は
、
世
界
各
地
で
の
関
連
現

象
と
し
て
、
ベ
ニ
ス
（
イ
タ
リ
ア
）
の

街
の
冠
水
に
つ
い
て
の
報
道
が
な
さ

れ
た
り
、
ま
た
、
南
太
平
洋
の
ツ
バ
ル

あ
る
い
は
イ
ン
ド
洋
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
に

お
い
て
、
海
面
上
昇
の
影
響
が
顕
在

化
し
て
き
て
い
る
こ
と
等
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、

同
様
の
影
響
を
受
け
う
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
瀬
戸
内
海
に

あ
る
広
島
の
厳
島
神
社
回
廊
の
冠
水

頻
度
が
近
年
増
加
し
て
き
て
い
る
と

の
報
告
も
あ
る
。

異
常
気
象
レ
ポ
ー
ト
二
○
○
五
（
気

象
庁：
平
成
十
七
年
十
月
）
に
お
け

る
海
面
水
位
関
連
の
記
載
内
容
は
、

表
―
３
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
ま

た
、「
海
面
上
昇
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告

書
（
一
九
九
七
－
二
○
○
五
）」（
独

立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究

所：

平
成
十
八
年
三
月
）
で
の
分
析

結
果
に
お
い
て
も
、
平
均
潮
位
の
経

年
的
な
上
昇
傾
向
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
現
象
の
要
因
と
し
て
は
、
海
面

上
昇
と
地
盤
変
動
と
の
両
者
が
想
定

さ
れ
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
見
解
が

分
か
れ
る
部
分
も
あ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
海
面
と
陸

地
と
の
相
対
的
間
隔
が
狭
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
こ

れ
が
人
間
社
会
に
と
っ
て
は
リ
ス
キ

ー
な
方
向
で
の
変
化
で
あ
る
こ
と
を
、

よ
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

沿
岸
域
の
開
発
・
管
理
に
お
け
る

具
体
的
な
行
政
対
応
と
し
て
は
、
工

事
基
準
面
の
変
更
等
の
措
置
も
、
必

要
に
応
じ
て
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

広
島
港
に
お
い
て
は
、
経
年
的
な
平

均
水
面
の
上
昇
（
図
―
１
参
照
）
に

対
応
し
て
、
近
時
、
工
事
基
準
面
の

引
上
げ
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

台
風
の
巨
大
化
の
恐
れ
に
つ
い
て

は
、
台
風
常
襲
の
地
で
あ
る
日
本
の

場
合
、
海
岸
防
護
の
外
力
条
件
と
し

て
、
海
面
上
昇
に
よ
る
「
平
均
潮
位
」

の
上
昇
に
加
え
、台
風
に
よ
る
「
高
潮
」

「
高
波
」
を
併
せ
て
勘
案
す
る
こ
と
が

必
須
の
要
件
で
あ
る
。
気
候
変
動
に

よ
り
台
風
が
巨
大
化
し
て
い
く
と
す

る
と
、
そ
れ
に
よ
り
「
高
潮
」「
高
波
」

も
大
き
く
な
る
。

米
国
に
お
い
て
は
、
地
球
温
暖
化

と
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
巨
大
化
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
各
所
に
お
い
て
継
続
的

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、

昨
年
、「
イ
オ
ケ
」「
サ
オ
マ
イ
」「
シ

マ
ロ
ン
」「
ド
リ
ア
ン
」
等
の
史
上
稀

に
見
る
激
烈
な
台
風
（
最
大
風
速
六
○

〜
七
○
メ
ー
ト
ル
台
）
が
発
生
し
、
多

大
な
被
害
を
発
生
し
て
い
る
。
我
が

国
に
お
い
て
も
、
同
様
の
脅
威
に
曝

さ
れ
う
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
近

年
に
お
い
て
は
、
平
成
十
六
年
の
台

風
十
六
・
十
八
号
に
よ
る
高
潮
・
高

波
に
よ
り
多
く
の
港
湾
施
設
等
が
被

災
し
、
台
風
の
様
相
の
変
化
と
港
湾

施
設
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
問
題

意
識
が
持
た
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

気
象
研
究
所
等
に
よ
る
地
球
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
長
期
予
測
に
お
い

て
は
、
地
球
規
模
で
の
熱
帯
低
気
圧

の
活
動
激
化
を
予
想
し
て
お
り
、
現

在
現
れ
つ
つ
あ
る
兆
候
的
現
象
を
先

取
り
し
た
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
長
期
波
浪
観
測
値
と
気
象
デ
ー

タ
に
基
づ
く
波
候
の
変
動
解
析
」（
独

立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所:

海
岸
工
学
論
文
集
第
五
三
巻
・
平
成

十
八
年
十
月
）
に
お
い
て
は
、
波
候
の

ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
の
結
論
付
け
は

差
控
え
て
い
る
が
、
近
年
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
高
波
が
多
く
観
測
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
（
表
―
４
参
照
）。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の

対
策
の
基
本
は
、
そ
の
主
因
と
さ
れ

て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
で

あ
る
。
但
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
既

に
進
み
つ
つ
あ
る
気
候
変
動
に
対
し

て
は
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
防
護
措

置
を
講
じ
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

こ
の
関
連
で
、
各
国
に
お
け
る
気

候
変
動
へ
の
対
応
の
う
ち
海
岸
防
護

留　萌 
波　浮 
潮　岬 
那　覇 
中城湾 

70.01～現在 
73.04～現在 
70.08～現在 
73.07～現在 
73.11～現在 

  7.8 
  8.48 
10.22 
  9.24 
11.93

04年 9 月  8日14時 
00年 7 月  8日  4時 
04年10月20日18時 
90年10月  6日20時 
04年10月19日12時 

台風0418号 
台風0003号 
台風0423号 
台風9021号 
台風0423号 

地点名 観測期間 
既往観測最大 

有義波（Ｈ1/3ｍ） 起　時 発生要因 

○1990年以降、地球全体を平均した海面水位は年
3.8mm上昇しており、過去100年の平均上昇率より
大きくなっている。

○日本沿岸の海面水位は、1980年代半ば以降上昇して
おり、2004年は過去100年間で最も高くなった。こ
の期間の海面水位の上昇率は約4.3mm／年であっ
た。
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動
へ
の
対
応
に
関
し
、
長
期
的
将
来
を

見
越
し
て
、
計
画
・
政
策
面
に
お
い
て

明
確
に
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
海
面
上
昇
に
伴
っ
て
、
水
際
線

（
砂
浜
等
）
の
保
全
を
ど
う
す
る
か
が
、

課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
二
酸
化
炭
素
排
出
問
題

も
含
め
、
地
球
環
境
・
気
候
変
動
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
深
刻
な
問
題
と
し
て
受

止
め
て
の
諸
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。

気
候
変
動
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

各
関
係
者
間
に
お
い
て
受
止
め
方
に

温
度
差
が
あ
り
、
フ
ァ
ジ
ー
な
要
素

が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
沿
岸

技
術
関
係
者
と
し
て
は
、
前
述
の
周

辺
状
況
も
踏
ま
え
、
今
後
の
一
つ
の

重
要
な
課
題
と
し
て
、
真
摯
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
国
土
構
造
の
脆
弱
性
を
踏
ま

え
た
適
応
策
を
現
実
的
に
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

老
朽
化
等
に
よ
り
機
能
不
全
と
な
っ

た
防
護
施
設
の
補
修
・
改
良
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
併
せ
て
、
外
力
条
件

の
ト
レ
ン
ド
を
リ
ア
ル
に
評
価
分
析

し
、
既
往
設
計
の
ス
ペ
ッ
ク
が
将
来

的
環
境
に
対
し
て
、
性
能
上
十
分
な

も
の
で
あ
り
う
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
吟
味
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味
も
含
め
、
沿
岸

技
術
と
し
て
の
対
応
の
方
向
に
係
る

項
目
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
を
列

記
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

○
設
計
条
件
と
し
て
の
潮
位
・
波
浪

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分
析
（
観
測

デ
ー
タ
か
ら
の
傾
向
分
析
等
）

○
海
洋
構
造
物
の
設
計
に
お
け
る
的

確
な
対
応
及
び
既
設
構
造
物
の
性

能
評
価
（
護
岸
の
越
波
等
に
係
る

安
全
性
評
価
、
面
的
防
護
形
式
の

安
全
確
保
、
海
浜
の
安
定
等
）

○
沿
岸
域
利
用
計
画
あ
る
い
は
海
岸

保
全
基
本
計
画
等
へ
の
反
映
（
想

定
を
上
回
る
外
力
に
対
す
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
の
適
用
等

を
含
む
）

○
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
に
係
る
沿

岸
域
と
し
て
の
対
応
（
接
岸
中
の

船
舶
に
係
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
や
二
酸
化
炭
素
の
地
下
貯
留

等
に
係
る
技
術
開
発
）

今
後
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
関
係
者

が
十
分
連
携
を
と
り
つ
つ
体
系
的
に

取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

ら
れ
る
。
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
と
し
て
も
、
独
立
行
政
法
人
港
湾

空
港
技
術
研
究
所
あ
る
い
は
関
係
行

政
機
関
・
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
関
連
す
る
研
究
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

関
係
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
「
先
進
国
に

お
け
る
気
候
変
動
へ
の
適
応
の
進
展
」

（
二
○
○
六
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
い
て
は
、
従

来
よ
り
、
関
係
各
国
が
協
働
的
に
気

候
変
動
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
議
論

を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
と
し

て
本
レ
ポ
ー
ト
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
。
本
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
、
特
に
付

録
編
に
お
い
て
各
国
の
取
組
み
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
海

岸
防
護
関
係
に
つ
い
て
は
表
―
５
に

示
す
と
お
り
で
あ
る
。

欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
潮
位
変

沿岸域開発計画は、30cmの海面上昇、あるいは特殊な条件下におい
ては１ｍの海面上昇に対して安全であることが求められている。 
 
海岸防護構造物は、100年間に25～30cmあるいは15～25cm海面上
昇することを考慮し、余裕度を持つように設計されてきた。また、1962年
の破壊的な高潮以来、海岸防護施設の建設は優先的な事項とされて
きた。 
 
長期の供用期間を有する高潮防護施設や新たな土木施設の設計は、
50cmの想定海面上昇に対応するものである。 
 
起こりうべき潮位変動への認識により、浸水・浸食に曝されている地域での
開発行為を控えることの必要性、人命・基盤施設・経済活動を守ること、自
然システムとその周辺緩衝地域の保全が不適切に影響を受けないようにす
ることが求められている。 
 
気候変動及び海面上昇の予測は、海岸管理計画・沿岸域居住地管理
計画・河川洪水計画において考慮され、土地利用計画及び海岸・河川
管理に係る長期政策を説明するのに用いられる。また、投資は、長期リス
クの減少を目標とし、高水警報を高度化するため危険性への公衆の認
識を高めること、海岸防護施設を高度化すること、海岸防護のための新
たな目標設定を促進することを目指して行われてきている。 
 
いくつかの州では、すでに、その計画において海面上昇を考慮しており、既
に対応策を実施してきている。例えばニュージャージー州においては、潮位
が6年毎に約 2.5cm上昇しているが、毎年、海岸防護のために150万ドル
が留保されており、また、将来的に防潮壁を必要とするような建設行為を
規制している。加えて、メーン州、ロードアイランド州、南カリフォルニア州、
マサチューセッツ州においては、干潟及び海岸が海面上昇に対応して内
陸方向へ移動することができ、沿岸域土地所有者及び保全当局が所要
の緩衝地帯を確保することができる「移動緩衝帯（rolling easement）」
政策を様々な形で実施してきている。 

オーストラリア 

ドイツ 

オランダ 

ニュージーランド 

イギリス 

米国 
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日
本
に
は
、
海
岸
線
の
長
さ
が
一

〇
〇
ｍ
以
上
の
島
は
六
八
〇
〇
余
り

あ
る
。
こ
の
う
ち
有
人
島
は
一
〇
〇

〇
程
度
あ
る
が
、
こ
の
美
し
い
島
々

の
海
岸
線
が
、
近
年
不
法
投
棄
に
よ

る
ご
み
で
汚
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
に
お
け
る
廃

棄
物
処
理
の
現
状
は
、

全
国
的
に
見
て
極
め

て
逼
迫
し
た
状
況
で

あ
り
、
特
に
離
島
地

域
に
お
い
て
は
、
処

分
す
る
た
め
の
適
地

が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
研
究
は
、
限

ら
れ
た
国
土
に
解
決

の
道
を
頼
る
だ
け
で

な
く
広
大
な
海
洋
領

域
の
利
用
を
さ
ら
に

広
げ
る
目
的
で
、
過

去
の
鋼
製
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
製
の
浮
体
式

廃
棄
物
貯
留
構
造
も

参
考
に
、
最
新
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
技
術
を

適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
耐
久

性
の
優
れ
た
浮
体
構
造
物
が
提
案
で

き
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
管
理
型
廃
棄
物

処
理
施
設
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
か
ら
約
六
十
年
前
の
戦
時
下

に
お
い
て
表
―
１
に
示
す
よ
う
な
諸

元
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
船
「
武
智
丸
」

が
建
造
さ
れ
た
。
戦
時
下
に
お
け
る

鋼
材
不
足
が
深
刻
と
な
り
、
鋼
船
の

代
替
船
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
船
が

建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
最
新
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技

術
を
適
用
し
て
建
造
さ
れ
た
武
智
丸

は
内
航
船
と
し
て
活
躍
し
、
戦
後
、
船

と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
後
は
、
防

波
堤
と
し
て
沈
め
ら
れ
、
現
在
も
広
島

県
呉
市
の
安
浦
漁
港
で
漁
港
周
辺
で

暮
ら
す
人
々
の
安
全
に
貢
献
し
「
海

の
守
り
神
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
余
生
を
送
っ
て
い
る
。

武
智
丸
に
関
し
て
は
平
成
十
七
年

に
現
地
を
訪
れ
外
観
を
目
視
観
察
し

た
。
露
出
し
て
い
る
鉄
筋
は
塩
害
の

影
響
で
当
然
の
こ
と
な
が
ら
腐
食
が

進
ん
で
劣
悪
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、

防
波
堤
と
し
て
の
機
能
は
維
持
さ
れ

て
い
た
。

一
方
、
こ
こ
数
年
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
技
術
の
発
展
は
目
覚
し
い
も
の
が

あ
り
、
中
で
も
特
に
圧
縮
強
度
が

1
5
0
N
/m
m
2

を
超
え
る
超
高
強
度
繊

維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
開
発
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
透

水
係
数
や
透
気
係
数
が
通
常
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
く
ら
べ
て
極
端
に
小
さ

く
、
遮
蔽
性
、
耐
衝
撃
性
、
耐
塩
耐

久
性
を
必
要
と
す
る
構
造
物
に
は
最

適
な
材
料
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
融
合

さ
せ
、
浮
体
構
造
物
に
よ
る
管
理
型

廃
棄
物
処
理
施
設
の
概
念
設
計
を
行

っ
た
。

こ
の
浮
体
構
造
物
の
コ
ン
セ
プ
ト

60ｍ 
10ｍ 
6ｍ 
5ｍ 
2,200ｔ 
800ｔ 
580ｔ 
980ｔ 
1,450ｍ3

垂線間長さ 
幅 
深さ 

満載喫水 
満載排水量 
総トン数 
純トン数 
重量トン数 
載貨容積 

工学士　遠山  光一 
中村　  壽 
斎藤  七五郎 

設計者 



る
際
の
概
算
工
事
費
の
比
較
（
埋
立

護
岸
と
浮
体
構
造
護
岸
の
比
較
）
を

行
っ
た
。

検
討
の
結
果
、
処
分
可
能
容
量
あ

た
り
の
概
算
工
費
を
比
較
し
た
場
合
、

浮
体
構
造
護
岸
の
方
が
二
割
ほ
ど
安

く
な
っ
た
。

■
実
現
に
向
け
て
の
課
題

以
下
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

管
理
型
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い

て
は
、
余
水
の
問
題
が
あ
り
設
計
に

つ
い
て
詳
細
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

浮
体
構
造
物
と
し
て
は
バ
ー
ジ
規

準
の
適
用
と
い
う
こ
と
か
ら
船
舶
安

全
法
も
対
象
と
な
る
が
、
前
述
に
あ

る
よ
う
に
廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て

の
海
洋
汚
染
防
止
法
及
び
廃
棄
物
処

理
法
の
規
制
が
か
か
る
た
め
、
そ
の

対
処
方
法
に
つ
い
て
検
討
の
必
要
が

あ
る
。

遮
水
性
が
一
〇
〇
％
で
完
全
に
近

い
構
造
物
か
ど
う
か
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
透
水
係
数
は10

-11

〜10
-10cm

/s

、

超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
は4

×10
-17cm
/s

あ
り
、
遮
水
性
に

は
問
題
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ

た
場
合
の
透
水
係
数
を
あ
ら
か
じ
め

実
験
等
で
評
価
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

廃
棄
物
を
満
杯
に
し
た
時
点
で
、

沈
設
す
る
が
設
置
場
所
や
当
該
場
所

の
基
礎
な
ど
の
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
最
新
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術

を
適
用
し
た
浮
体
構
造
物
に
よ
る
管

理
型
廃
棄
物
処
理
方
法
の
概
念
的
な

設
計
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
ほ
ぼ
一
定
の
見
通
し
が
立
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
概

念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
先
に
述

べ
た
課
題
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る

と
同
時
に
、
材
料
選
定
を
含
め
た
机

上
に
お
け
る
最
適
な
施
設
構
造
の
検

討
は
も
ち
ろ
ん
、
実
証
試
験
も
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

法
規
制
に
お
い
て
は
適
合
す
る
よ
う

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
現
在
あ
る
海
面
処

分
場
に
関
す
る
規
制
に
関
し
、
特
に

保
有
水
の
漏
液
等
が
完
全
に
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
れ
ば
、
大
部
分
の
課
題
が
解

決
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
よ
り

多
く
の
関
係
者
、
関
心
を
持
た
れ
る

方
々
の
知
恵
や
持
続
的
な
研
究
に
よ

り
、
廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て
の
最

新
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
を
用
い
た
浮

体
構
造
物
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
が
早

期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
今
後
も
期
待

し
た
い
。

No.22  2007

は
、
最
新
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
を

用
い
て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を

製
作
し
、
ド
ッ
ク
に
お
い
て
こ
の
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
プ
レ
ス
ト

レ
ス
に
よ
り
一
体
化
す
る
構
造
で
浮

体
本
体
を
建
造
し
、
そ
の
浮
体
内
に

廃
棄
物
を
処
分
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
浮
体
は
、
被
曳
航
に
よ
り
離
島

ま
で
移
動
で
き
る
構
造
で
、
浮
体
内

が
一
杯
に
な
っ
た
ら
比
較
的
静
穏
な

と
こ
ろ
で
沈
設
し
、
護
岸
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
護
岸
の
機
能
を
有
し
た
廃

棄
物
処
分
施
設
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

埋
立
地
の
造
成
に
も
貢
献
で
き
る
。

加
え
て
、
こ
の
浮
体
構
造
の
廃
棄
物
処

理
施
設
を
拡
張
さ
せ
、
海
面
廃
棄
物

処
理
の
護
岸
等
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
容
量
を
さ

ら
に
確
保
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
施
設
建
設
コ
ス
ト
も
陸
上

で
同
様
な
施
設
を
個
別
に
建
設
す
る

よ
り
も
低
く
抑
え
ら
れ
と
考
え
ら
れ

る
。法

的
な
制
約
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

管
理
型
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
法
律

と
し
て
、
海
洋
汚
染
防
止
法
と
廃
棄

物
処
理
法
な
ど
の
法
律
の
対
象
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
形
式
の
施

設
建
設
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
今
後
、

よ
り
細
か
な
検
討
を
重
ね
、
各
種
関

連
法
規
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
努
力

と
取
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

本
研
究
に
お
い
て
、
離
島
の
比
較

的
小
規
模
（2

0
0
m

×2
0
0
m

相
当
）

の
海
面
廃
棄
物
処
理
護
岸
を
建
設
す

浮体内部処分 海面廃棄物処分 

海面廃棄物処分 
埋立護岸 

浮体構造護岸 

浮体構造護岸 

廃棄可能深さ 

海面廃棄物処分可能容量 

浮体内部処分可能容量 

合計（①） 

護岸建設費（②） 

処分可能容量当り（②/①） 

ｍ2 

ｍ 

ｍ3 

ｍ3 

ｍ3 

百万円 

円/ｍ3

40,000 

20 

800,000 

 

800,000 

16,000 

20,000

40,000 

6 

240,000 

64,800 

304,800 

4,960 

16,273

処分場の規模 

200ｍ 
× 

200ｍ 

概算工費 

単位 埋立護岸 浮体構造護岸 

（　　　） 

①工場でブロック製作 ②運搬後ドック内でプレス
　トレスにより一体化 

③進水し離島へ曳航 ④静穏な入江で産廃処理
　場として利用。陸地から
　直接投入できる。 

⑤満杯になったら沈殿し
　次の函体につめる。 
　護岸延長。 
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国
土
交
通
省
港
湾
局
、（
独
）
港
湾

空
港
技
術
研
究
所
お
よ
び
（
財
）
沿
岸

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
モ
ラ
ト
ゥ
ワ
大
学
、
国
立
科
学

財
団
、
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
と
の
協

力
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
津
波
防

災
対
策
技
術
の
向
上
並
び
に
ス
リ
ラ

ン
カ
等
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
被
災
国

に
お
け
る
津
波
防
災
対
策
の
向
上
支

援
策
と
し
て
、
第
三
回
国
際
沿
岸
防

災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
ス
リ
ラ
ン

カ
・
コ
ロ
ン
ボ
市
で
開
催
し
た
。

第
三
回
国
際
沿
岸
防
災
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
十
二

〜
十
三
日
午
前
の
約
二
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
マ
ヒ
ン
ダ
・
サ
マ

ラ
シ
ン
ハ
災
害
管
理
・
人
権
問
題
大

臣
を
始
め
、
十
三
カ
国
（
日
本
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
タ
イ
、
ト
ル

コ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
メ
キ
シ
コ
、

モ
ル
デ
ィ
ブ
）
か
ら
延
べ
二
七
六
名

の
研
究
者
、
行
政
担
当
者
が
参
加
し
、

津
波
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策

の
現
状
と
課
題
、
津
波
防
災
に
関
す

る
最
新
技
術
、
こ
れ
か
ら
の
津
波
防

災
の
あ
り
方
、
お
よ
び
今
後
の
国
際

協
力
の
重
要
性
な
ど
の
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
二
〇
〇
四
年
十

二
月
二
十
六
日
、
現
地
時
間
午
前
九

時
半
〜
十
時
半
に
か
け
て
、
ス
マ
ト

ラ
島
沖
地
震
に
よ
る
津
波

が
到
達
し
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。

特
に
ゴ
ー
ル
港
は
、
ス

リ
ラ
ン
カ
南
部
の
町
で

は
、
も
っ
と
も
被
害
が
大

き
く
、
当
時
約
五
〜
七
メ

ー
ト
ル
の
津
波
が
到
達
し

た
。
二
〇
〇
七
年
二
月
十

一
日
に
、
ゴ
ー
ル
港
の
視

察
を
行
な
い
、
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
か
ら
二
年
が
経
過

し
た
ゴ
ー
ル
港
の
復
興
状

況
等
を
視
察
し
た
。

ヒ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
ワ
で

は
、
コ
ロ
ン
ボ
発
ゴ
ー
ル

行
き
の
列
車
が
押
し
流
さ

れ
転
覆
し
た
。
こ
の
列
車
は
第
一
波

の
被
害
を
免
れ
た
た
め
、
乗
客
の
他
、

列
車
内
が
安
全
と
誤
解
し
た
地
元
住

民
が
多
く
乗
り
込
み
、
続
く
第
二
波
の

津
波
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
た
。

コロンボ 

ゴール港 

11日 2月 12日 13日 
開会式 

「スリランカにおける 
津波被害と津波防災被害対策」 

SSL Hettiarachchi教授 
　（スリランカ・モラトゥワ大学） 

「先進的な津波防災・滅災技術」 
・有川太郎主任研究官 
　（日本・港湾空港技術研究所） 
・藤間功司教授 
　（日本・防衛大学校） 
・村田進理事長 
　（日本・沿岸技術研究センター） 
・富田孝史主席津波研究官 
　（日本・港湾空港技術研究所） 
  
議論・とりまとめ 
  
閉会式 

「世界における 
津波被害対策と津波防災対策」 

・高橋重雄津波防災研究センター長 
　（日本・港湾空港技術研究所） 
・Subandono Diposaptono博士 
　（インドネシア・海洋漁業省） 
・Panitan Lukkunaprasit教授 
　（タイ・チュラロンコン大学） 
・Ahmet C.Yalciner教授 
　（トルコ・中東工科大学） 
・John R.Healdinand博士 
　（米国・Moffart & Nichol Engineers） 
・金田義行室長 
　（日本・海洋研究開発機構） 
・西村祐司主任技術専門官 
　（日本・気象庁地震火山部地震津波監視課） 

午
前 

ゴ
ー
ル
港
視
察 

ゴ
ー
ル
港
視
察 

午
後 



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
二
月
十
二

〜
十
三
日
午
前
に
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
、
講
演
「
ス
リ
ラ
ン
カ

に
お
け
る
津
波
被
害
と
津
波
防
災
被

害
対
策
」
お
よ
び
、「
世
界
に
お
け
る

津
波
被
害
対
策
と
津
波
防
災
対
策
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
各
国
の
論
文
発
表

が
行
な
わ
れ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
マ
ヒ
ン
ダ
・
サ
マ
ラ

シ
ン
ハ
災
害
管
理
・
人
権
問
題
大
臣

に
よ
る
講
演
や
、Tissa

V
itarana

科

学
技
術
大
臣
、P.D

.A
m
arasinghe

防
災
次
官
へ
の
表
敬
訪
問
も
行
な
っ

た
。二

日
目
の
十
三
日
午
前
は
、「
先
進

的
な
津
波
防
災
・
減
災
技
術
」
と
し

て
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
研
究
発

表
が
行
な
わ
れ
た
。

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

村
田
進
理
事
長
よ
り
、「
津
波
被
害
予

測
モ
デ
ル
の
構
築
」
に
つ
い
て
の
研

究
論
文
を
発
表
し
た
。
以
降
、
そ
の

発
表
内
容
の
概
要
を
示
す
。

こ
れ
ま
で
、
津
波
被
害
に
関
す
る

研
究
で
は
、
浸
水
に
よ
る
被
害
を
想

定
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に

よ
る
津
波
被
害
な
ど
を
見
れ
ば
分
か

る
よ
う
に
、
実
際
の
津
波
被
害
は
浸

水
以
外
に
も
あ
る
。

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

数
値
予
測
モ
デ
ル
だ
け
で
な
く
、
実

際
の
地
形
に
あ
て
は
め
た
上
で
の
被

害
予
測
モ
デ
ル
の
構
築
に
つ
い
て
、

研
究
・
開
発
を
進
め
て
い
る
。
今
回

は
、
気
仙
沼
港
を
地
形
モ
デ
ル
と
し
、

陸
地
に
お
け
る
浸
水
深
・
海
域
で
の

水
位
・
津
波
の
速
さ
を
用
い
て
、
以

下
の
流
れ
で
、
①
〜
⑤
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。

（
１
）
地
形
モ
デ
ル
の
作
成
で
は
、
仙

台
港
・
気
仙
沼
港
を
、
最
小
で
は
二

メ
ー
ト
ル
単
位
で
デ
ー
タ
化
し
た
。

（
２
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
、

既
存
の
研
究
よ
り
、
次
の
四
種
類
を

適
用
し
た
。

・
津
波
の
市
街
地
へ
の
遡
上

・
海
域
へ
の
流
出
・
漂
流

・
石
油
の
流
出
・
拡
散

・
津
波
に
よ
る
建
物
破
壊

今
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

実
際
の
地
形
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る

た
め
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
被
害
想

定
が
可
能
で
あ
る
。
今
後
は
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
得
ら
れ
た
結
果
の

検
証
や
、
今
回
検
討
し
た
も
の
以
外

の
被
害
に
つ
い
て
も
、
考
慮
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

No.22  2007

（
１
）地
形
モ
デ
ル
の
作
成 

（
２
）シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
構
築 

（
３
）モ
デ
ル
地
域
に
お
け
る 

　   

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施 

（
４
）津
波
被
害
の
予
測 

① 

浸
水
被
害 

② 

車
両
、貨
物
、油
等
の
海
へ
の
流
出 

③ 

船
舶
の
転
覆
・
漂
流 

④ 

流
出
物
・
漂
流
物
衝
突
に
よ
る 

　 

建
造
物
の
破
壊 

⑤ 

津
波
の
流
圧
力
に
よ
る
建
造
物
の 

 

　
破
壊 

車両の流出・漂流シミュレーション（津波発生1時間30分後） 

漁業養殖いかだの流出・漂流シミュレーション 
 （津波発生1時間30分後） 
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今
回
、
私
は
欧
州
の
貴
重
な
港
湾

施
設
を
見
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

調
査
内
容
は
す
で
に
ま
と
め
ら
れ
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
の
余
白
と

し
て
、
私
は
調
査
し
た
港
が
登
場
す

る
名
画
を
紹
介
し
た
い
。

か
ね
て
か
ら
、
昔
夢
中
に
な
っ
た

映
画
の
撮
影
地
を
訪
れ
た
い
、
と
い

う
夢
を
持
っ
て
い
た
。
幸
運
に
も
今

回
の
調
査
で
、
叶
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
訪
れ
た
港
が
登
場
す
る

映
画
を
紹
介
す
る
。

ハ
ン
ブ
ル
グ
港
が
登
場
す
る
映
画

と
い
え
ば
「
ア
メ
リ
カ
の
友
人
」（
監

督：

ヴ
ィ
ム
・
ベ
ン
ダ
ー
ス
、
一
九
七

七
年
）。
ブ
ル
ー
ノ
・
ガ
ン
ツ
演
じ
る
額

縁
職
人
の
ヨ
ナ
タ
ン
が
住
む
の
が
、
ハ

ン
ブ
ル
グ
港
を
望
む
ア
パ
ー
ト
だ
っ
た
。

同
じ
く
ベ
ン
ダ
ー
ス
監
督
の
「
ベ

ル
リ
ン
天
使
の
詩
」（
一
九
八
七
年
）

で
は
全
編
を
通
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
市

の
風
景
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
て
と
て

も
面
白
い
。

マ
ル
セ
イ
ユ
を
舞
台
に
追
跡
劇
を

繰
り
広
げ
る
の
は
「
フ
レ
ン
チ
・
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
」（
監
督:

ジ
ョ
ン
・
フ

ラ
イ
ケ
ン
ハ
イ
マ
ー
、
一
九
七
五
年
）。

ま
た
マ
ル
セ
イ
ユ
近
く
の
イ
フ
島
は
、

あ
の
デ
ュ
マ
作
「
岩
窟
王
」
の
舞
台

で
あ
る
。

ニ
ー
ス
は
、「
天
井
桟
敷
の
人
々
」

（
監
督:

マ
ル
セ
ル
カ
ル
ネ
、
一
九
四
四

年
）
の
セ
ッ
ト
が
組
ま
れ
た
地
で
も

あ
り
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
出
演
の

「
死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」（
監
督:

ル
イ
・
マ
ル
、
一
九
五
七
年
）
が
撮

影
さ
れ
た
地
で
も
あ
る

モ
ナ
コ
は
、
有
名
な
カ
ジ
ノ
や
高

級
ホ
テ
ル
が
あ
る
せ
い
か
、
映
画
の

舞
台
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド
の
「
０
０
７
シ

リ
ー
ズ
」
や
「
泥
棒
成
金
」（
監
督:

ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
、
一

九
五
五
年
）
の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
て

い
る
。

以
上
多
く
の
作
品
を
紹
介
し
た
が
、

更
に
「
フ
レ
ン
チ
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

Ⅱ
」
と
「
泥
棒
成
金
」
の
二
作
品
に

つ
い
て
詳
し
く
取
り
上
げ
よ
う.

主
演
は
ジ
ー
ン
・
ハ
ッ
ク
マ
ン
。

彼
は
、
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ

ド
監
督
の
「
目
撃
」
で
ア
メ
リ
カ
大

統
領
役
、「
許
さ
れ
ざ
る
者
」
で
悪
徳

保
安
官
を
演
じ
た
名
優
で
あ
る
。

前
作
Ⅰ
が
一
九
七
一
年
度
の
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
五
部
門
を
受
賞
し
た
こ
の

映
画
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
港
と
ア
メ
リ

カ
を
結
ぶ
麻
薬
密
輸
ル
ー
ト
摘
発
の

映
画
で
あ
り
、
ハ
ッ
ク
マ
ン
演
じ
る

ド
イ
ル
刑
事
が
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

イギリス 

ロンドン 

ノルウェー 

スウェーデン 

ポーランド 

デンマーク 

ハンブルグ 

ベルリン 

リューネブルグ 

フランクフルト 

オランダ 

ベルギー ドイツ 

チェコ 

オーストリア 

イタリア 

スイス 
ハンガリー 

スロバキア 

フランス 

マルセイユ 
モナコ 

ニース 

日本へ 

飛行機 
専用バス 
列　車 

日本から 
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レ
イ
演
じ
る
シ
ャ
ル
ニ
エ
を
追
い
詰

め
る
物
語
で
あ
る
。

Ⅰ
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に

黒
幕
を
追
っ
て
い
た
が
、
Ⅱ
で
は
マ

ル
セ
イ
ユ
港
に
舞
台
を
変
え
、
街
か

ら
港
へ
と
ア
ク
シ
ョ
ン
は
広
が
る
。

見
ど
こ
ろ
は
、
沖
縄
の
か
り
ゆ
し
ウ

ェ
ア
を
着
た
ハ
ッ
ク
マ
ン
が
、
ヨ
ッ

ト
で
逃
げ
る
シ
ャ
ル
ニ
エ
を
捕
ま
え
、

射
殺
す
る
ま
で
の
終
盤
の
追
撃
で
あ

る
。
マ
ル
セ
イ
ユ
旧
港
や
カ
シ
ー
湾

の
美
し
い
映
像
が
ふ
ん
だ
ん
に
現
れ

る
。
旧
港
は
、
夏
目
漱
石
も
上
陸
し

て
そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
っ
た
と

い
う
長
い
歴
史
を
持
つ
港
で
あ
る
。

モ
ナ
コ
か
ら
ニ
ー
ス
へ
バ
ス
で
移

動
し
た
と
き
、
ニ
ー
ス
の
街
並
み
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
バ

ス
は
停
ま
っ
た
。（
写
真
―
６
）

こ
の
場
所
こ
そ
、「
泥
棒
成
金
」
の
中

で
、
ケ
ー
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
と
グ
レ
ー

ス
・
ケ
リ
ー
が
ド
ラ
イ
ブ
後
、
昼
食
を

と
る
場
所
で
あ
る
。
グ
レ
ー
ス
・
ケ

リ
ー
の
運
転
が
乱
暴
で
、
ケ
ー
リ
ー
・

グ
ラ
ン
ト
を
ひ
や
ひ
や
さ
せ
る
。

こ
の
映
画
は
ケ
ー
リ
ー
・
グ
ラ
ン

ト
演
じ
る
、
か
つ
て
の
宝
石
泥
棒
が
、

ニ
ー
ス
で
起
き
た
宝
石
盗
難
事
件
を

自
ら
疑
わ
れ
つ
つ
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ

ー
と
真
犯
人
を
捕
ま
え
る
ま
で
の
メ

ロ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
ニ

ー
ス
や
モ
ン
テ
・
カ
ル
ロ
の
港
、
海
岸
、

美
し
い
街
並
み
を
描
い
た
ロ
ー
ド
ム

ー
ビ
ー
と
し
て
観
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
も
「
…
こ
の
映
画
の
ビ
ス
タ
ビ

ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
ら
れ
た
遠

景
の
美
し
さ
は
映
画
始
ま
っ
て
以
来

の
も
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

こ
の
映
画
を
初
め
て
観
た
の
は
高

校
時
代
。
渋
谷
の
名
画
座
か
銀
座
の

松
竹
セ
ン
ト
ラ
ル
だ
っ
た
と
思
う
。

グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
の
フ
ァ
ン
で
あ

っ
た
私
は
、
他
に
も
「
ダ
イ
ヤ
ル
Ｍ
を

廻
せ
」
や
「
上
流
社
会
」
を
学
校
帰
り

に
毎
日
の
よ
う
に
観
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
女
は
一
九
八
二
年
九

月
十
四
日
、
ま
さ
に
「
泥
棒
成
金
」
で

ド
ラ
イ
ブ
し
た
そ
の
道
路
で
、
カ
ー

ブ
を
曲
が
り
き
れ
ず
に
転
落
し
死
亡

し
た
。
ま
だ
五
十
三
歳
の
若
さ
だ
っ

た
。
何
と
言
う
運
命
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
、
二
人
が
眺
め
た
で
あ
ろ
う
ニ

ー
ス
の
美
し
い
街
並
み
（
写
真
―
７
）

と
事
故
現
場
で
あ
る
道
路
を
写
真
に

取
り
、
そ
こ
を
立
ち
去
っ
た
。

南
フ
ラ
ン
ス
で
の
通
訳
・
案
内
を

し
て
い
た
だ
い
た
中
津
隈
信
子
さ
ん

は
大
変
な
映
画
通
で
、
多
く
の
こ
と

を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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空
港
と
は
、
航
空
運
送

に
利
用
す
る
公
共
用
飛
行

場
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
九
七
の
空
港
・
飛
行

場
が
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）に
は
、

新
た
に
、
国
内
四
都
市
（
札
幌
、
福
岡
、

鹿
児
島
、
那
覇
）、
海
外
九
都
市
（
ソ
ウ

ル
、
北
京
、
上
海
、
台
北
な
ど
）
へ
就
航

予
定
の
「
富
士
山
静
岡
空
港
」
が
開
港

し
ま
す
。

日
本
の
空
港
は
、
昭
和
三
十
一
年
に

制
定
さ
れ
た
「
空
港
整
備
法
」
に
基
づ

い
て
、
四
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、

富
士
山
静
岡
空
港
は
、
そ
の
う
ち
の

「
第
三
種
空
港
」
に
あ
た
り
ま
す
。

か
つ
て
の
航
空
機
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
目
視
に

頼
っ
て
飛
行
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
天
候
不
良
な
ど
で

視
界
が
悪
い
と
、
目
的
地
に
正
確
に
た

ど
り
着
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
事
故
が

起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
で
は
操
縦
席
か
ら
外

が
全
く
見
え
な
い
状
態
で
も
安
全
に
飛

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
の
計

器
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
計
器

飛
行
方
式
」
と
い
い
ま
す
。

安
全
な
計
器
飛
行
の
た
め
に
は
、
飛

行
に
対
し
て
必
要
な
情
報
を
電
波
に
よ

っ
て
送
る
航
空
保
安
無
線
施
設
（
Ｖ
Ｏ

Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
、
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｃ
な
ど
が

空
港
付
近
や
航
空
路
に
設
置
さ
れ
る
）

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
主
要
航
空
保
安
無
線
施

設
の
ひ
と
つ
、
Ｖ
Ｏ
Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
Ｖ
Ｏ
Ｒ

超
短
波
全
方
向
式
無
線
標
識
と
呼
ば

れ
ま
す
。

施
設
か
ら
発
信
さ
れ
る
特
定
の
周
波

数
を
受
信
し
、
そ
の
周
波
数
の
発
信
位

置
を
０
と
し
て
、
そ
こ
に
対
す
る
航
空

機
の
角
度
や
向
き
に
よ
っ
て
、
方
向
や

現
在
位
置
を
把
握
し
ま
す
。

（
２
）
Ｄ
Ｍ
Ｅ

距
離
測
定
装
置
の
こ
と
で
す
。

航
空
機
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｅ
に
電
波
を
送
り
、

そ
の
電
波
が
返
っ
て
く
る
ま
で
の
時
間

を
計
る
こ
と
で
距
離
を
把
握
し
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｅ
は
単
独
で
整
備
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
多
く
は
Ｖ
Ｏ
Ｒ
と
併
設
さ
れ

て
お
り
、
Ｖ
Ｏ
Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
と
表
記
さ

れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
計
器
着

陸
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
指
向
性
電
波
を
使
っ
て
、
夜

間
や
悪
天
候
な
ど
の
視
界
が
悪
い
と
き

で
も
、
安
全
に
滑
走
路
上
ま
で
航
空
機

を
誘
導
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
た
だ
し
、
自
衛
隊
の
設
置
す
る
飛
行
場

で
、
空
港
の
機
能
を
果
た
す
も
の
は
共
用

飛
行
場
と
い
う（
小
松
、徳
島
、三
沢
な
ど
）
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カ
テ
ゴ
リ
ー
が
高
い
ほ
ど
、「
決
心
高
」

を
低
く
設
定
で
き
る
た
め
、
雲
・
霧
等

で
滑
走
路
の
見
通
し
が
悪
く
て
も
着
陸

で
き
る
機
会
が
増
し
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
現
在
、
日
本
で
カ
テ
ゴ

リ
ー

は
、
釧
路
、
青
森
、
成
田
、
熊

本
の
四
空
港
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
航
空
機
は
Ｖ
Ｏ

Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
等
の
航
空
保

安
無
線
施
設
が
あ
る
場
所

に
沿
っ
て
飛
行
す
る
た
め
、
航
路
は
ジ

グ
ザ
グ
に
な
り
、
目
的
地
に
向
か
っ
て

最
短
距
離
を
真
っ
直
ぐ
行
く
、
と
い
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
現
在
の
日
本
で
は
、
航
空

需
要
が
毎
年
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
乗
客

（
２
）
航
空
衛
星
シ
ス
テ
ム

Ｍ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｔ
（
運
輸
多
目
的
衛
星
）

を
利
用
し
た
航
空
保
安
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
で
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
情
報
と
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ

Ａ
Ｔ
の
情
報
を
両
方
使
う
こ
と
で
、
よ

り
正
確
で
安
全
な
航
行
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

宇
宙
か
ら
電
波
を
発
信
す
る
の
で
、

障
害
物
の
多
い
山
間
部
や
、
地
上
か
ら

で
は
電
波
が
届
き
に
く
い
海
上
で
も
、

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
管
制
官
と
の
交
信

も
、
衛
星
回
線
が
使
え
る
の
で
、
よ
り

ク
リ
ア
な
交
信
が
可
能
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
精
密
な
航
路
管
理

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
就
航
数

を
増
加
さ
せ
て
も
、
混
雑
せ
ず
に
安
全

に
航
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｓ
が
整
備
さ
れ
て

い
て
も
、
着
陸
を
や
り
直

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｓ
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
〜

に
分

類
さ
れ
、
さ
ら
に
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、

ａ
、

ｂ
、

ｃ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
数
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
誘
導
精

度
が
高
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
滑
走
路
・
灯
火
が
見

え
な
い
場
合
、
着
陸
を
や
り
直
し
ま
す

が
、
こ
の
や
り
直
す
時
の
高
度
を
「
決
心

高
」
と
い
い
ま
す
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
こ

の
「
決
心
高
」
の
高
低
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。

国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）で
の
定
義

航
空
法
で
の
定
義

空
港
整
備
法
定
義

CAT-Ⅰ 

CAT-Ⅱ 

CAT-Ⅲ 

決心高 60m 
滑走路視認距離 550m

決心高 30m 
滑走路視認距離 350m

決心高 0m 
滑走路視認距離 50m

決心高の地点で、滑走路・灯火が 
見えなければ着陸をやり直す 

進入灯 滑走路灯火 

滑走路 

や
航
空
便
の
増
加
に
よ
っ
て
、
空
も
渋

滞
状
態
で
す
。
滑
走
路
が
混
ん
で
い
る

た
め
、
航
空
機
の
出
発
が
遅
れ
た
り
、

着
陸
で
き
る
ま
で
上
空
で
待
機
し
た
り
、

と
い
う
話
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
航
空
路
と
就

航
数
を
拡
充
す
る
た
め
、
現
在
、「
Ｒ
Ｎ

Ａ
Ｖ
（
広
域
）
航
法
」
や
「
航
空
衛
星

シ
ス
テ
ム
」
な
ど
の
導
入
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
１
）
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｖ
（
広
域
）
航
法

こ
れ
ま
で
の
Ｖ
Ｏ
Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
に
加

え
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
か
ら
の
信
号
を
使
用

し
て
航
行
す
る
方
法
で
す
。

地
上
施
設
の
位
置
や
設
置
条
件
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
飛
行
コ
ー
ス
を

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
設
定

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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津波情報 
地震情報 
台風情報 
注意報警報 
波浪実況　　　　（新規追加） 
波浪ポイント予測（新規追加） 
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アメダス情報 
合成レーダー 



No.22  2007

携帯サイト 

配信メール 

ジャンプ 

ＣＯＭＥＩＮＳの利用について 
◆パソコンにてＣＯＭＥＩＮＳのＩＤ登録を行えば、携帯へのメール配信や携
　帯用サイトのご利用が可能です。携帯サイトのみのご利用はできません。 
◆パソコンＩＤ一つにつき、携帯は二台までサービスが受けられます。 
◆ＣＯＭＥＩＮＳ情報をそのまま二次使用するには、許可が必要になります
　ので下記までご相談ください。 

ＣＯＭＥＩＮＳのお問い合わせ先 
　　03－3234－5862　E－Mail：harou@cdit.or.jp



No.22  2007 

全
国
四
会
場
（
東
京
四
月
十
三
日
、
福
岡

四
月
十
七
日
、
大
阪
四
月
二
十
四
日
、
札
幌

四
月
二
十
七
日
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
港

湾
構
造
物
設
計
事
例
講
習
会
」
は
、
参
加
総

数
七
百
五
十
名
を
か
ぞ
え
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

地
震
時
の
液
状
化
に
よ
る
構
造
物
被
害
予

測
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
は
、
地
震
動
に
よ

る
地
盤
や
構
造
物
の
残
留
変
形
、
構
造
部
材

に
生
じ
る
応
力
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
港
湾
・
空
港
を
は
じ
め
と
す

る
土
木
構
造
物
の
耐
震
性
能
照
査
に
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ

Ver.6.0.6

を
販
売
し
て
お
り
、
ご
購
入
の
方

に
は
利
用
方
法
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
等
の

サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
、
機
能
拡
張
お

よ
び
利
用
技
術
の
高
度
化
を
目
的
と
し
て
、

民
間
企
業
等
か
ら
な
る
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
研
究
会
を

設
立
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
は
、
第
三
期
が
も
う
す
ぐ
終
了
し
、

第
四
期
を
発
足
す
る
予
定
で
す
。
是
非
ご
入

会
く
だ
さ
い
。
入
会
の
際
に
は
入
会
金
と
年

会
費
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
に
関
す
る
詳
細
は
当
沿
岸
セ
ン

タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

今
後
、
港
湾
施
設
の
維
持
管
理
は
、
性
能

の
低
下
を
事
前
に
防
止
す
る
「
予
防
保
全
型
」

の
考
え
を
導
入
し
た
計
画
的
な
も
の
に
転
換

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
技
術

基
準
の
性
能
規
定
化
に
伴
う
省
令
改
正
を
機

に
、
省
令
・
告
示
を
整
え
、
平
成
十
九
年
四

月
一
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
施
設
設
置
者
に

よ
る
維
持
管
理
計
画
の
策
定
を
標
準
化
、
②

維
持
管
理
に
関
す
る
専
門
技
術
者
の
位
置
づ

け
、
③
技
術
基
準
対
象
設
置
（
建
設
等
）
許

可
等
に
あ
た
っ
て
の
維
持
管
理
方
法
の
明
示

を
規
定
の
三
つ
で
す
。

今
後
の
国
の
取
組
み
と
し
て
は
国
有
港
湾

施
設
の
維
持
管
理
計
画
の
策
定
、
維
持
管
理

計
画
書
作
成
の
手
引
き
及
び
維
持
補
修
技
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
専
門
技
術
者
の
育

成
・
配
置
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
六
日

（
技
術
基
準
省
令
、
維
持
基
準
告
示
）

平
成
十
九
年
三
月
二
十
八
日
　

（
施
行
規
則
）

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
、
参
院
本
会
議

に
お
い
て
海
洋
基
本
法
が
可
決
成
立
し
ま
し

た
。海

洋
政
策
全
般
に
関
す
る
わ
が
国
初
め
て

の
法
律
で
、
七
月
に
も
施
行
さ
れ
る
模
様
で

す
。
海
に
四
方
を
囲
ま
れ
た
海
洋
国
家
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
海
洋
問
題
の

管
轄
は
各
省
に
ま
た
が
り
、
対
応
が
後
れ
が

ち
で
し
た
。
こ
の
基
本
法
に
よ
り
、
海
洋
基

本
計
画
策
定
を
義
務
付
け
、
首
相
を
本
部
長

と
す
る
総
合
海
洋
政
策
本
部
を
設
置
、
海
洋

担
当
相
を
置
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
海
底
資
源
開
発
に
対
す
る
外
国
な

ど
の
妨
害
を
排
除
す
る
た
め
の
海
洋
構
築
安

全
水
域
設
定
法
も
、
同
じ
く
四
月
二
十
日
の

参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
二
日(

火)
十
一
時
〜
十
三
時

経
団
連
会
館
十
階
一
〇
〇
一
号
室

①
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
に
つ
い
て

②
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

の
修
正
に
つ
い
て

③
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

右
記
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
登
録
確
認
機
関
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

②
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
（
液
状
化
に
よ
る
構
造
物
被
害

予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
新
た
な
展
開
等
に

つ
い
て
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平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
（
金
）
都
内

会
場
に
お
い
て
、「
港
湾
関
連
民
間
技
術
の

確
認
審
査
・
評
価
事
業
」
に
て
評
価
さ
れ
た

新
規
に
申
請
の
あ
っ
た
二
件
の
技
術
と
、
更

新
申
請
の
あ
っ
た
三
件
の
技
術
の
評
価
証
授

与
式
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
は
、
平
成
十
八
年
下
期

（
第
十
一
回
）
の
評
価
委
員
会
に
お
い
て
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

（
新
規
技
術
）

●
密
閉
二
重
構
造
グ
ラ
ブ
浚
渫
工
法
　

審
査
・
評
価
依
頼
者

株
式

会
社
小
島
組

●
一
体
型
複
合
遮
水
シ
ー
ト
工
法

〜
管
理
型
廃
棄
物
埋
立
護
岸

遮
水
工
〜

東
洋
建

設
株
式
会
社
、
東
亜
建
設
工
業

株
式
会
社
、
五
洋
建
設
株
式
会

社
、
株
式
会
社
奥
村
組
、
太
陽

工
業
株
式
会
社
、
錦
城
護
謨
株

式
会
社
、
シ
ー
ア
イ
化
成
株
式
会
社
、
横
浜

ゴ
ム
株
式
会
社
、
株
式
会
社
田
中
、
ユ
ニ
チ

カ
株
式
会
社

（
更
新
技
術
）

●
管
中
混
合
固
化
処
理
工
法

「
ト
ル
ネ
ー
ド
ミ
キ
シ
ン
グ
工
法
」

り
ん
か
い
日
産
建
設

株
式
会
社

●
重
錘
式
捨
石
均
し
工
法
（
斜
面
対
応
型
）

株
式
会
社
大
本
組

●
Ｎ
Ｄ
Ｒ
工
法

（
橋
脚
耐
震
補
強
用
仮
締
切
工
法
）

五
洋
建
設
株
式
会
社

平
成
十
九
年
五
月
二
十
八
日
（
月
）

十
一
時
〜
十
三
時

経
団
連
会
館
八
階
　
富
士
の
間

①
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て

②
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
の
修
正
に
つ
い
て

③
評
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

④
顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て

⑤
確
認
業
務
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

⑥
事
務
局
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

右
記
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
リ
ア
ル
タ
イ
ム
津
波
予
測
に
つ
い
て

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
九
年
度
よ
り

長
大
可
動
橋
研
究
会
を
設
置
し
、
海
外
調
査

を
含
め
国
内
外
の
事
例
研
究
を
行
う
と
と
も

に
、
技
術
検
討
お
よ
び
運
用
方
法
や
計
画
手

順
の
検
討
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
研

究
の
集
大
成
と
し
て
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発

刊
い
た
し
ま
す
。

Ａ
四
判
、
二
四
二
頁
、
付
録
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
）、七
千
円
（
税
込
、
送
料
当
方
負
担
）

平
成
十
九
年
三
月
に
『
港
湾
構
造
物
設
計

事
例
集
（
平
成
十
九
年
改
訂
版
）』
を
発
行

い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

上
下
巻
セ
ッ
ト
Ａ
四
判
、
三
万
千

五
百
円
（
税
込
、
送
料
当
方
負
担
）

「
静
的
圧
入
締
固
め
工
法
」（
コ
ン
パ
ク
シ
ョ

ン
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
工
法
）
は
、
注
入
工
法
を
用

い
て
地
盤
を
締
固
め
る
と
い
う
新
し
い
発
想

で
開
発
さ
れ
、既
設
構
造
物
の
直
下
、
直
近
で

施
行
可
能
な
締
固
め
工
法
と
し
て
注
目
を
浴

び
て
い
る
工
法
で
す
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、液

状
化
対
策
の
設
計
、施
行
に
携
わ
る
方
々
の
参

考
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
四
判
、
一
八
八
頁
、
六
千
円

（
税
込
、
送
料
当
方
負
担
）

①
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

U
R
L:http://w

w
w
.cdit.or.jp/

②
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
部

〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
六
一

URL：http://www.cdit.or.jp/
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